


-今月の花
ラッパスイセン〔閑肌水仙〕

スイセンの一種

原産はヨ一口ツ/¥::1じ部

花は大形淡黄色で花J~\の副冠は濃黄色
円筒状でややラッパ に似る

観賞用に広く栽培される
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ことしの富山県予算

ふるさと一一空から拝見

昭和49年度富山県予算

くらしの知恵

物価と家計簿

、トピックス

み んなの県政
1974・4・もくじ

-表紙せつめい・
県指定天然記念物

立山寺季男のとガ並木

上市町眼目にある立山寺参道‘

の両側に、このとガ並木ガ100

fzほとつついている。

濃緑の枝葉と白っぽい木肌の

遠望ガよく、趣きをそえてい

る。

とガと呼ばれている本橿は、

植物学上の「もみ」で、本州

四園、九州の低山に自生する

もので、本県でも氷見、婦負

郡とこの立山寺の背後に日生

している。

ーてすa

Jr 物
価
、
福
祉
、

教
育
に
き
め
こ
ま
か
<

富
山
県
の
昭
和
四
十
九
年
度
の
予
算

は
、
二
月
定
例
県
議
会
で
審
議
さ
れ
、

新
し
い
県
政
の
方
針
、か
き
ま
り
ま
し
た
。

総
需
要
の
抑
制
と
い
う
き
び
し
い
情

勢
の
中
で
、
予
算
の
力
点
は
県
民
生
活

の
安
定
対
策
、

ω身
障
害
児
の
医
療
費

公
費
負
担
、
社
会
教
育
の
振
興
、
中
小

企
業
の
毅
済
な
ど
に
お
か
れ
、
物
価
、

福
祉
、
教
育
に
き
め
こ
ま
か
く
配
慮
さ

れ
、
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
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予
算
編
成
の
基
本
方
針

昭
和
四
十
八
年
度
の
経
済
は
、
需
給
の
ひ
っ

ぱ
く
基
調
の
下
で
根
強
い
物
価
の
騰
勢
が
続
き
、

石
油
問
題
の
発
生
に
よ
り
さ
ら
に
拍
車
が
加
わ

n，
宇

AV--レゎ~。

財
政
金
融
面
か
ら
の
総
需
要
抑
制
策
の
浸
透

と
と
も
に
、
物
価
の
騰
勢
は
や
や
鈍
化
の
き
ざ

し
を
み
せ
て
い
る
も
の
の
、
な
お
、
国
際
物
価

の
動
向
も
か
ら
み
予
断
を
許
き
ぬ
も
の
が
あ
り

ま
す
。昭

和
四
十
九
年
度
の
経
済
見
と
お
し
に
つ
い

て
は
、
石
油
、
電
力
の
供
給
削
減
に
よ
る
制
約

か
ら
、
物
資
需
給
、
物
価
、
雇
用
な
ど
の
面
に

お
い
て
県
民
生
活
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
の
及

ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
当
面
、
物
価
の

安
定
を
最
優
先
の
課
題
と
し
、
固
と
と
も
に
総

需
要
抑
制
の
方
針
を
貫
く
考
え
で
す
。

き
る
一
月
十
九
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
経

済
見
と
お
し
で
は
、
経
済
活
動
は
、
年
度
当
初

に
は
停
滞
が
避
け
ら
れ
な
い
が
、
年
度
後
半
に

は
回
復
安
定
に
向
か
う
も
の
と
見
込
み
、
経
済

成
長
率
は
、
前
年
度
比
実
質
二

・
五
計
、
名
目

士
了
九
打
程
度
に
と
ど
ま
る
も
の
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

本
県
経
済
の
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
も
、
外

的
な
変
動
要
素
が
多
く
適
確
な
見
と
お
し
は
著

し
く
困
難
な
年
で
あ
り
、
経
済
の
推
移
に
つ
い

て
は
、
楽
観
を
許
き
れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。今

回
は
、
前
述
の
諸
情
勢
を
し
ん
し
ゃ
く
し

つ
つ
、
さ
き
に
策
定
さ
れ
た
「
住
み
よ
い
富
山

県
を
つ
く
る
総
合
計
画
L

の
具
体
化
を
推
進
し
、

公
約
と
し
て
掲
げ
た
諸
事
業
も
逐
次
実
施
に
移

し
て
ま
い
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
払
い
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
は
、
国
の
予
算
、
地
方
財
政
計

画
の
内
容
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
総
需
要
抑

制
の
方
針
に
沿
い
、
公
共
事
幸
市
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
当
初
並
み
と
し
、
土
木
・
農
地
な
ど
の

県
単
独
事
業
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
当
初
を
や

や
下
回
る
規
模
に
抑
制
し
公
共
施
設
の
建
設
に

つ
い
て
も
必
要
最
少
限
に
と
ど
め
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
県
民
生
活
安
定
の
施
策
を

最
重
点
と
し
、
社
会
福
祉
、
教
育
、
中
小
企
業

関
係
予
算
に
は
、
と
く
に
き
め
の
細
か
い
配
慮

を
加
え
、
「
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
」
「
富
山

県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
」
「
若
い
世
代
を
育
て
る
」

の
三
大
政
策
を
柱
に
「
愛
と
繁
栄
の
県
政
」
を

計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
と
く
に
税
収
は
、
現

在
の
経
済
情
勢
に
お
い
て
見
込
み
う
る
最
大
限

の
も
の
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
国
の
大
幅
な
起

債
削
減
措
置
に
と
も
な
っ
て
歳
入
の
伸
び
が
期

待
で
き
な
い
た
め
、
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

一
、
二
四
八
億
円
と
前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
、

二
了
九
州
れ
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
経
費
の

一
層
の
節
減
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
経
済
環

境
の
変
化
に
対
し
て
は
、
国
の
施
策
と
も
関
連

き
せ
つ
つ
、
弾
力
的
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
県
税
を
は
じ
め
自
主
財
源
の
確
保
を
は

か
り
、
国
に
対
し
て
は
地
方
交
付
税
、
地
方
債

な
ど
地
方
財
源
の
強
化
措
置
を
強
〈
要
望
し
、

財
政
の
健
全
な
運
営
に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。
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住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
。

歳

出

予

算

の

概

要

中

心

に

新

2
2
2と
り
く
み
方
を
み
て

み
ま
し
ょ
、
つ

0

・
県
民
生
活
の
安
定

昨
今
の
物
価
の
動
向
に
か
ん
が
み
、
そ
の
急

騰
を
く
い
と
め
、
県
民
生
活
の
安
定
を
確
保
す

る
こ
と
が
園
、
地
方
公
共
団
体
を
通
じ
最
優
先

の
政
策
課
題
で
す
。

政
府
に
お
い
て
は
、
総
需
要
抑
制
に
特
別
の

配
慮
を
払
う
と
と
も
に
、
物
価
の
安
定
、
物
資

以
上
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
編
成
し
た
昭
和

四
十
九
年
度
の
予
算
は
、
一
般
会
計
一
、
二
四

八
億
四
、
九
七
六
万
円
、
特
別
会
計
二
九
八
億

四
、
九
八
一
万
円
、
総
額
一
、
五
四
六
億
九
、
九

五
七
万
円
と
な
り
、
対
立
削
年
度
一
三

・
四
れれの

伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

項
目
別
に
新
し
い
事
業
、
重
点
事
業
な
ど
を

生
活
関
連
法
の
適
正
実
施
を
は
じ
め
、
生
活

安
定
の
た
め
の
諸
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

「
県
民
生
活
局
」
を
設
置
し
、
国
の
行
政
機
関
お

よ
び
市
町
村
と
の
有
機
的
連
け
い
の
も
と
に
価

格
の
動
向
調
査
、
立
入
検
査
な
ど
を
積
極
的
に

す
す
め
ま
す
。

さ
ら
に
「
県
民
生
活
安
定
緊
急
対
策
条
例
」

を
制
定
し
て
、
あ
わ
せ
て
審
議
会
を
設
け
、
学

識
経
験
者
の
意
見
を
と
り
い
れ
な
が
ら
生
活
物

資
の
価
格
、
需
給
の
調
整
に
と
り
組
み
ま
す
。

こ
の
ほ
か
消
費
生
活
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ

ス
、
物
価
モ
ニ
タ
ー
の
活
用
に
よ
る
「
物
価
情

報
提
供
事
業
L

を
新
た
に
実
施
。
一
般
消
費
者

の
苦
情
申
し
立
て
の
迅
速
な
処
理
、
移
動
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
車
を
購
入
し
機
動
力
を
つ
け
、

移
動
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
年
四
O
回
に
増
や
し

ま
す
。
ま
た
、
単
位
価
格
表
示
実
験
事
業
な
ど

を
通
し
て
消
費
者
の
啓
発
に
努
力
し
ま
す
。

-
生
鮮
食
料
の
価
格
安
定

野
菜
価
格
安
定
事
業
と
し
て
、
前
年
度
よ
り

一、六
O
O万
円
増
額
し
、
県
単
独
で
対
象
数
量

を
こ
れ
ま
で
の
一

O
品
目
、
七
、
五

O
O
J
を一

万
J
に
す
る
ほ
か
、
保
証
価
格
も
キ
ャ
ベ
ツ
、

秋
冬
は
く
さ
い
を
引
き
あ
げ
、
県
出
資
割
合
を

二
五
l
二
七
何
白
か
ら
四

o
rに
引
き
あ
げ
農
家

負
担
を
軽
く
し
ま
す
。

-
流
通
機
構
の
整
備

食
品
の
流
通
機
構
の
整
備
と
促
進
を
は
か
る

た
め
高
岡
市
が
建
設
す
る
「
八
ム
設
総
合
食
料
品

小
売
庖
セ
ン
タ
ー
」
に
二
、
六
O
O万
円
を
補

助
。
牛
乳
流
通
改
善
対
策
に
九
六
O
万
円
補
助

し
、
生
乳
の
貯
蔵
タ
ン
ク
、
集
送
乳
合
理
化
促

進
な
ど
を
は
か
り
ま
す
。

公
設
総
合
食
料
自

小
売
庖
セ
ン
タ
ー

高
岡
市
戸
出
に
設
け
ら
れ
、
小
売
業
者

の
近
代
化
と
生
鮮
食
櫨
品
の
販
売
と
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
形
成
を
通
じ
て
消

費
者
の
利
便
を
は
か
り
適
正
な
競
争
の
実

現
、
経
営
の
合
理
化
な
ど
に
よ
り
消
費
者

物
価
の
安
定
を
は
か
る
も
の
で
す
。

と
く
に
適
正
な
価
格
形
成
を
は
か
る
た

め
、
青
果
物
、
食
肉
、
水
産
物
な
ど
の
生

鮮
食
料
品
に
か
ぎ
り
新
し
い
販
売
技
術
、

包
装
形
態
、
産
地
直
結
方
式
を
導
入
し
、

あ
わ
せ
て
調
和
あ
る
庖
舗
構
成
な
ど
を
図

り
ま
す
。

社
会
福
祉
の
充
実

老
人
、
心
身
障
害
者
な
ど
恵
ま
れ
な
い
人
々

の
た
め
の
福
祉
を
最
重
点
項
目
の
一
つ
と
し
て

と
り
あ
げ
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

-
老
人
福
祉

老
人
の
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引
き
つ
づ
き
医

療
費
の
公
費
負
担
を
中
心
に
、
在
宅
福
祉
対
策

の
担
い
手
で
あ
る
老
人
家
庭
奉
仕
員
を
一
三
O

人
に
増
員
、
老
人
福
祉
連
絡
貝
の
手
当
の
増
額

需
給
の
均
衡
を
確
保
す
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
生

活
二
法
な
ど
の
適
切
な
運
用
を
は
か
る
こ
と
に

よ
り
、
投
機
的
行
為
の
防
止
、
生
鮮
食
糧
品
の

安
定
供
給
、
流
通
機
構
の
合
理
化
な
ど
を
強
力

に
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
も
、
生
活
の
安
定
を
予
算
編

成
の
最
重
要
課
題
と
し
て
と
り
あ
げ
、
二
億

九
、
九

O
O万
円
、
前
年
比
四
五
・
六
軒
増
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

"・劇

老
人
ク
ラ
ブ
助
成
の
強
化
の
ほ
か
新
た
に
、
ひ

と
り
ぐ
ら
し
の
老
人
に
「
福
祉
電
話
」
を
設
置
、

ね
た
き
り
老
人
の
た
め
、
電
気
ア
ン
マ
器
を
整

備
す
る
な
ど
き
め
細
か
い
施
策
多
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
七
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
軽
費
老
人

ホ
l
ム
「
九
重
荘
」
、
老
人
保
養
セ
ン
タ
ー

「
舟
戸
荘
」
の
増
築
四
月
開
設
の
特
別
養
護
老
人

ホ
l
ム
「
晴
風
荘
」
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老
人

憩
の
家
な
ど
老
人
関
係
施
設
の
整
備
や
運
営
面

で
の
充
実
に
幅
広
い
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
電
話

六
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
宅

に
電
話
を
設
置
し
て
、
電
話
で
健
康
状
態

を
き
い
た
り
、
電
話
に
よ
る
相
談
の
受
付

け
や
助
言
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
な
う

も
の
で
す
。

電
話
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
通
話
料

(
基
本
料
金
)
は
県
と
市
町
村
で
負
担
し
ま

す。
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こ
と
し
は
、
モ
デ
ル
市
町
村
を
指
定
し
、

二
O
台
を
設
置
し
ま
す
。
.

-
山
身
障
害
者

重
度
の
心
身
障
害
児
・
者
を
対
象
に
医
療
費

の
個
人
負
担
分
を
市
町
村
と
折
半
で
公
費
負
担

と
し
、
そ
の
家
族
が
背
負
っ
て
い
る
経
済
的
負

担
を
軽
く
し
ま
す
。
対
象
者
は
県
下
に
二
、
四

O
O人
。
こ
の
十
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
身
障
者
の
た
め
、
便
所
な
ど
住



宅
改
善
補
助
の
新
設
。
身
障
者
家
庭
奉
仕
員
め

増
員
を
は
か
る
と
と
も
に
、
在
宅
の
心
身
障
害
児

童
に
対
す
る
教
育
指
導
を
強
化
す
る
訪
問
指
導

員
を
一

O
人
増
や
す
な
ど
意
を
用
い
て
い
ま
す
。

盲
人
の
方
の
盲
導
犬
の
購
入
や
日
常
生
活
用

具
の
貸
与
費
も
新
た
に
く
ま
れ
た
も
の
で
す
。

か
ね
て
か
ら
懸
案
に
な
っ
て
い
た
身
障
者
の

温
泉
保
養
所
を
老
人
保
養
セ
ン
タ
ー
舟
戸
荘
に

併
設
す
る
ほ
か
心
身
障
害
児
収
容
施
設
の
保
母

の
増
員
を
は
か
り
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
の
た
め
の
「
総
合
福
祉
施
設
」

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
基
本
計
画
の
設
計
に
と

り
か
か
り
、
用
地
買
収
を
す
す
め
ま
す
。

-
児
童
福
祉
・
由
子
福
祉

対
策

児
童
や
婦
人
の
福
祉
で
は
、
三
歳
児
検
診
の

際
、
い
ま
ま
で
行
な
っ
て
い
た
内
科
、
歯
科
、

精
神
面
の
検
診
に
、
新
た
に
尿
た
ん
白
検
査
を

追
加
し
て
、
じ
ん
臓
疾
患
の
早
期
発
見
に
つ
と

め
ま
す
。

引
き
続
き
乳
児
専
門
保
育
所
三
カ
所
、
乳
児

室
の
増
築
一

O
カ
所
に
補
助
を
行
な
い
、
富
山

市
に
障
害
児
保
育
室
を
新
設
す
る
な
ど
施
設
の

充
実
を
は
か
り
ま
す
。

ま
た
、
「
か
ぎ
っ
子
の
健
全
育
成
」
と
し
て
各

保
育
所
へ
助
成
を
し
、
母
子
家
庭
の
児
童
に
中

学
入
学
祝
品
の
支
給
を
行
な
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
民
間
福
祉
活
動
の
推
進
母
体
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
の
強
化
を
は
か
る
た
め
、

社
会
福
祉
事
業
振
興
基
金
と
し
て
新
た
に
三
、

生
活
基
盤
の
整
備

生
活
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

い
ま
ま
で

の
公
害
部
、
自
然
保
護
室
、
土
地
対
策
室
を
改

め
統
合
し
て
新
た
に
「
環
境
部
L

を
設
け
、
調

和
あ
る
土
地
利
用
の
促
進
を
含
め
て
環
境
の
保

全
に
関
す
る
行
政
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

土
地
の
計
画
的
、
効
率
的
な
利
用
は
、
最
も

強
く
要
請
き
れ
て
お
り
、
土
地
対
策
の
根
本
と

も
な
る
土
地
利
用
基
本
計
画
の
策
定
は
緊
急
の

課
題
で
す
。

こ
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
「
住
み
よ
い
富

山
県
を
つ
く
る
総
合
計
画
」
の
土
地
利
用
基
本

構
想
を
根
幹
に
、
航
空
写
真
に
よ
る
土
地
利
用

の
現
況
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
新
幹
線
、
高
速
自

動
車
道
に
関
連
す
る
土
地
利
用
を
考
慮
し
た
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
県
下
全
域
に
わ
た
り
、
標
準
地
価
格
を

設
定
し
土
地
対
策
要
綱
の
適
正
な
運
用
と
相
ま

っ
て
乱
開
発
の
規
制
、
地
価
の
高
騰
の
抑
制
に

つ
と
め
ま
す
。

-
公
害
対
策

新
年
度
に
お
い
て
は
、
公
害
防
止
計
画
の
策

定
と
い
ま
課
題
に
な
っ
て
い
る
総
量
規
制
の
導

入
。
環
境
を
再
評
価
し
て
地
域
に
あ
っ
た
施
設

や
工
場
を
つ
く
る
た
め
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

0
0
0万
円
出
資
し
、
五
、

0
0
0万
円
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
民
生
委
員
の
活
動
交
付
金
を

新
た
に
設
け
ま
し
た
。

重
度

ω身
障
害
者
。
児
〉

の
医
療
費
創
成

一
歳
か
ら
五
九
議
ま
で
の
一
級
ニ
級
の

身
体
障
害
者
と
精
神
薄
弱
I
Q三
五
以
下

の
人
で
、
市
町
村
民
税
均
等
割
以
下
の
世

帯
を
対
象
に
医
療
費
を
公
費
で
負
担
し
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
家
庭
の
経
済
的
負

担
を
な
く
し
、
よ
り
よ
い
医
療
が
う
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
地
の
時
期
は
十
月
か
ら
で
す
。
対
象

の
認
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
限

ら
れ
ま
す
。

保
健
衛
生
対
策

健
康
な
母
子
を
育
て
る
た
め
妊
婦
と
乳
児
の

健
康
診
査
の
回
数
を
増
や
し
強
化
し
て
い
く
と

と
も
に
成
人
病
予
防
の
た
め
、
「
が
ん
検
診
車
」

を
新
た
に
購
入
し
検
診
体
制
の
充
実
を
は
か
り

ま
す
。

-
特
定
疾
患
対
策

特
定
疾
患
対
策
と
し
て
は
、
国
の
施
策
と
あ

わ
せ
て
、
全
額
公
費
負
担
対
象
の
疾
患
を
一

O

か
ら
一
八
疾
患
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
県
独

自
で
医
療
助
成
を
行
な
っ
て
い
る
疾
患
に
つ
い

の
実
施
に
必
要
な
基
礎
調
査
を
五
三

O
万
か
け

て
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
工
場
地
帯

の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
造
成
事
業
の
促
進
を
は
か

る
な
ど
徹
底
し
た
公
害
未
然
防
止
対
策
を
総
合

的
に
進
め
ま
す
。

標
準
地
価
格

地
価
の
高
騰
に
対
し
、
土
地
対
策
要
織

を
策
{
弔
土
地
の
取
引
や
開
発
行
為
を
規

制
し
県
土
の
適
正
か
つ
合
理
的
利
用
を
行

な
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
運
用
を
は
か
る
た
め
、
標
準
地
を

選
定
し
、
正
常
な
価
格
を
把
握
、
土
地
取

得
の
予
定
価
格
の
適
否
、
一
般
の
土
地
取

得
価
格
の
指
標
あ
る
い
は
公
共
取
得
価
格

の
基
準
に
す
る
な
ど
、
適
正
な
地
価
の
形

成
に
つ
と
め
る
も
の
で
す
。

県
内
一
ニ
O
O
カ
所
を
調
査
し
ま
す
。

-
大
気
汚
染

昨
年
二
月
に
策
定
し
た
イ
オ
ウ
酸
化
物
の
環

境
保
全
計
画
を
強
力
に
推
進
し
、
大
気
環
境
の

向
上
に
つ
と
め
ま
す
。

大
気
汚
染
常
時
観
測
局
に
お
け
る
測
定
項
目

に
チ
ッ
ソ
酸
化
物
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
を
追
加
す

る
ほ
か
、

コ
ン
テ
ナ
式
の
大
気
汚
染
移
動
観
測

局
の
新
設
、
高
岡
市
に
自
動
車
排
出
ガ
ス
観
測

局
の
増
設
、
立
山
の
室
堂
、
弥
陀
ガ
原
に
お
け

る
大
気
汚
染
調
査
な
ど
監
視
網
の
強
化
を
は
か

り
ま
す
。

て
も
肝
炎
、
悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
一

O

疾
患
を
追
加
し
て
こ
の
施
策
の
充
実
を
は
か
り

ま
す
。県

民
の
積
極
的
な
健
康
増
進
を
促
進
す
る
た

め
県
立
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
検
診
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
計
画
し
、
広
域
市
町
村
圏
が
建

設
す
る
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
に
対
し
助
成
を
行

な
う
ほ
か
、
小
矢
部
保
健
所
の
改
築
を
行
な
い

ま
す
。さ

ら
に
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
を
確

保
す
る
た
め
、
修
学
資
金
貸
与
制
度
を
新
設
し

ま
す
。

-
国
立
医
大

国
立
医
大
の
早
期
間
学
を
推
進
す
る
た
め
、

総
合
衛
生
学
院
の
増
築
と
看
護
学
科
、
助
産
学

科
の
新
増
設
、
中
央
病
院
第
三
外
科
の
設
置
、

関
連
道
路
の
建
設
促
進
、
献
体
運
動
に
対
す
る

助
成
な
ど
各
段
に
わ
た
る
条
件
整
備
を
す
す
め

4 

ま
す
。

-
環
境
衛
生
対
策

環
境
衛
生
面
で
は
、
公
衆
浴
場
の
衛
生
設
備

の
改
善
に
対
し
、
新
た
に
助
成
を
行
な
い
経
営

の
安
定
と
設
備
の
近
代
化
を
促
進
し
ま
す
。
こ

の
ほ
か
「
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
調
査

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

守守‘

tI04‘ 環
鏡
戸
セ
ス
メ
ン
ト

道
路
や
鉄
道
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
開

発
行
為
に
と
も
な
う
環
境
の
破
壊
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
計
画
の
段
階
で
環
境

へ
の
影
響
を
科
学
的
に
事
前
評
価
し
、
開

発
計
画
の
修
正
、
あ
る
い
は
再
検
討
な
ど

対
策
を
た
て
る
も
の
で
す
。

わ
が
国
で
は
、
公
共
事
業
に
つ
い
て
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
を
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

-
水
質
保
全

水
質
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
望
ま
し
い
水
域

環
境
の
維
持
を
め
ざ
し
、
昭
和
五
十
年
度
ま
で

5 

に
県
内
す
べ
て
の
水
域
に
つ
い
て
環
境
基
準
の

あ
て
は
め
と
、
う
わ
乗
せ
排
水
基
準
の
設
定
が

で
き
る
よ
う
調
査
を
進
め
、
新
た
に
各
種
自
動

測
定
機
器
を
搭
載
し
た
「
水
質
測
定
車
」
を
購

入
し
て
機
動
的
な
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は
か
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
B
O
D
(
生
物
化
学

的
酸
素
要
求
量
)
の
測
定
は
こ
れ
ま
で
五
日
か

か
っ
て
い
た
の
が
数
分
で
で
き
る
主
つ
に
な
り

ま
す
。ま

た
昨
年
全
国
的
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
水

銀
等
の
環
境
汚
染
に
つ
い
て
は
、
な
お
追
跡
調

査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
対
策
で
は
、
有
害
物
質
を
排
出

す
る
事
業
所
を
重
点
的
に
監
視
し
、
適
正
処
理

を
は
か
る
占
つ
指
導
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企

業
者
を
対
象
と
し
た
廃
棄
物
の
最
終
処
分
地
の



取
得
の
た
め
の
諸
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

土
壌
汚
染
対
策
と
し
て
、
黒
部
市
と
神
通
川

流
域
に
つ
い
て
、
農
業
用
地
土
壌
汚
染
防
止
法

に
よ
る
手
続
を
す
す
め
る
と
と
も
に
土
壌
改
良

法
を
確
立
す
る
た
め
現
地
で
二
、
九

O
O万
円

か
け
て
実
験
事
業
を
行
な
い
ま
す
。

水
質
測
定
車

水
質
測
定
車
は
B
O
D
(生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量
)
と
相
関
関
係
の
深
い

T
O

D
の
測
定
器
を
備
え
て
お
り
、
動
く
実
験

室
と
し
て
数
分
で
水
質
の
測
定
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
発
電
機
の

ほ
か
、
水
温
、
P
H
、
送
電
率
、
濁
度
、

O
R
P
、
D
O
な
ど
の
自
動
監
視
装
置
を

備
え
た
新
鋭
車
で
す
。

-
過
疎
、

山
村
対
策

過
疎
、
山
村
地
域
に
お
け
る
道
路
網
の
整
備

と
住
民
の
足
の
確
保
を
基
本
に
、
地
域
に
適
し

た
産
業
の
振
興
、
教
育
と
医
療
の
充
実
な
ど
総

合
的
な
施
策
の
も
と
に
、
地
域
住
民
の
生
活
安

定
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
は
か
り
ま
す
。

交
通
対
策
と
し
て
幹
線
道
路
の
整
備
を
進
め

る
一
方
、
市
町
村
営
の
パ
ス
運
行
費
に
助
成
を

行
な
い
住
民
の
足
の
確
保
に
つ
と
め
ま
す
。

保
健
医
療
対
策
で
は
、
山
間
へ
き
地
住
民
の

保
健
医
療
の
基
礎
調
査
、
歯
科
巡
回
診
療
車
の

購
入
、
ま
た
巡
回
診
療
科
目
を
網
ら
し
た
「
動

く
総
合
病
院
」
を
開
設
、
利
賀
、
平
、
山
田
村

自
然
環
境
保
全
対
策

石
油
危
機
を
契
機
に
国
民
全
体
が
地
球
上
の

資
源
が
有
限
で
あ
る
こ
と
歩
身
を
も
っ
て
体
験

し
、
物
や
自
然
を
大
切
に
す
る
と
い
う
風
潮
に

変
っ
て
き
た
こ
と
は
望
ま
し
い
現
象
で
す
。
自

然
環
境
保
全
対
策
と
し
て
引
き
続
き
自
然
環
境

保
全
地
域
や
環
境
緑
化
促
進
地
域
な
ど
の
地
域

指
定
に
最
大
の
努
力
を
払
い
自
然
環
境
保
全
基

金
、
水
源
林
造
成
基
金
の
活
用
に
よ
り
、
自
然

を
守
る
た
め
に
必
要
な
土
地
の
公
有
化
と
、
す

で
に
指
定
し
た
地
域
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

自
然
を
愛
す
る
モ
ラ
ル
育
成
の
た
め
、
新
た

に
夏
山
最
盛
期
に
立
山
の
室
堂
、
弥
陀
ガ
原
地

区
へ
自
然
解
説
員
と
し
て
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
を

配
置
。
県
立
自
然
公
園
に
は
自
然
保
護
指
導
員

の
巡
視
を
強
化
し
、
訪
れ
る
観
光
客
に
自
然
保

護
の
教
育
を
行
な
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
が
婦
中
町
高
塚
地
区
に
建
設
を

進
め
て
い
る
「
渡
り
鳥
一
級
観
測
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
中
心
に
「
野
鳥
の
森
」
に
給
水
施
設
や

観
察
歩
道
な
ど
を
整
備
す
る
事
業
に
着
手
し
ま

す
。
中
部
山
岳
国
立
公
園
の
立
山
地
区
に
「
自

然
保
護
セ
ン
タ
ー
」
を
七
、
八

O
O万
円
か
け

て
建
設
す
る
と
と
も
に
い
ま
ま
で
自
家
発
電
に

た
よ
っ
て
い
た
室
堂
周
辺
に
黒
四
ダ
ム
か
ら
電

力
多
導
入
し
環
境
整
備
を
は
か
る
た
め
、
二
、
三

0
0
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
。

県
立
自
然
公
園
は
、
さ
き
に
指
定
し
た
朝
日
、

有
峰
、
五
箇
山
の
ほ
か
に
白
木
水
無
地
区
を
追

加
指
定
す
る
計
画
で
地
元
と
協
力
し
な
が
ら
努

を
対
象
に
巡
回
し
無
医
地
区
の
住
民
の
検
診
と

健
康
管
理
カ
ー
ド
の
作
成
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

そ
の
他
、
県
民
皆
水
道
を
目
指
し
て
、
五

O
人

未
満
の
山
村
集
落
を
対
象
に
清
浄
な
飲
料
水
を

供
給
す
る
施
設
に
助
成
し
ま
す
。

へ
き
地
に
お
け
る
教
育
指
導
の
充
実
と
し
て
、

三
箇
学
年
複
式
学
級
を
こ
と
し
で
完
全
に
解
消

す
る
ほ
か
移
動
図
書
館
車
の
更
新
、
辺
地
保
育

所
の
設
置
を
行
な
い
ま
す
。

産
業
の
振
興
と
し
て
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

を
利
用
し
た
自
然
休
養
村
の
整
備
、
農
山
村
自

然
環
境
活
用
事
業
の
推
進
を
は
か
る
ほ
か
地
域

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
、
県
単
独
で
山
村
振

興
事
業
地
域
の
指
定
を
追
加
し
て
、
農
林
業
特

別
開
発
事
業
を
進
め
ま
す
。

-
水
質
源
の
有
効
利
用
と

上
下
水
道

県
民
の
生
活
水
準
の
向
上
や
石
油
事
情
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
発
生
に
と
も
な
い
、
水
力

発
電
に
対
す
る
見
な
お
し
を
中
心
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
対
策
研
究
会
を
設
置
し
資
源
開
発
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
白
岩
川
、
利
賀

川
ダ
ム
は
今
年
度
中
に
完
成
。
子
撫
川
、
角
川

両
ダ
ム
も
引
き
続
き
建
設
を
促
進
す
る
一
方
、

新
た
に
熊
野
川
ダ
ム
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

上
水
道
に
つ
い
て
も
、
県
西
部
に
お
け
る
上

水
道
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
和
田
川
、
子
撫

川
、
境
川
を
網
ら
す
る
西
部
上
水
道
事
業
の
建

設
を
す
す
め
ま
す
。

小
矢
部
川
流
域
下
水
道
事
業
は
、
昨
年
度
か

力
し
ま
す
。

-
県
民
公
園

大
規
模
な
県
民
公
園
は
鋭
意
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
が
砺
波
市
頼
成
山
地
区
の
保
健
休
養
林

に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
、
道
路
改
良
、
給
水
施

設
な
ど
の
整
備
を
す
す
め
、
新
年
度
中
に
一
部

開
園
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
太
閤
山
に
隣
接
す
る
都
市
公
園
に
つ
い

て
は
用
地
の
確
保
に
努
力
し
、
用
地
買
収
が
終

り
次
第
、
施
設
整
備
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

富
山
市
五
福
か
ら
小
杉
町
黒
河
聞
の
遊
歩
自

転
車
道
約
九
日
は
、
こ
の
四
月
か
ら
供
用
開
始

と
な
り
ま
す
。

野
鳥
の
森

県
民
公
閣
の
敷
地
に
設
け
ら
れ
る
野
鳥

の
森
は
、
国
の
渡
り
鳥
一
級
観
測
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
鳥
獣
の
保
護
、
繁
殖

の
場
を
確
保
し
な
が
ら
、
生
態
を
観
察
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
森
の
婦
中
町
藤
ガ
池
周
辺
は
、
い

ろ
ん
な
渡
り
鳥
の
コ
l
ス
の
中
心
で
あ
り
、

こ
こ
に
観
察
施
設
、
給
水
給
餌
台
、
営
巣

施
設
(
巣
箱
な
ど
)
を
つ
く
り
、
鳥
類
の
保

護
思
想
の
啓
も
う
を
は
か
り
ま
す
。

-
花
と
緑
の
銀
行

花
と
緑
の
県
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
昨
年
発

足
し
た
「
花
と
緑
の
銀
行
」
は
着
々
と
普
及
の

ら
建
設
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
終
末
処
理
場

用
地
の
確
保
に
つ
い
て
、
と
く
に
地
元
住
民
の

理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
つ
と
め
ま
す
。
ま
た
、

国
で
新
年
度
か
ら
事
業
採
択
さ
れ
た
神
通
川
流

域
下
水
道
事
業
も
終
末
処
理
場
の
用
地
確
保
を

は
か
り
、
早
期
着
工
に
つ
と
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
白
岩
川
流
域
下
水
道
の
建
設
の
た

め
の
予
備
調
査
を
行
な
い
ま
す
。

-
住
宅
対
策

住
宅
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
太
閤
山

住
宅
団
地
の
宅
地
造
成
、
下
水
道
の
建
設
、
小

学
校
の
増
築
な
ど
を
進
め
る
ほ
か
、
八
ム
営
住
宅

一
七
六
戸
の
建
設
を
計
画
、
住
宅
供
給
公
社
に

お
い
て
も
積
立
分
譲
住
宅
三
四
O
戸、

一
般
分

譲
住
宅
一

O
O戸
の
建
設
を
進
め
る
と
と
も
に
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住
宅
用
地
の
取
得
造
成
を
推
進
し
ま
す
。

動
く
総
合
病
院

山
村
、
へ
き
地
の
無
医
地
区
(
利
賀
、

平
、
上
平
、
山
田
村
の
四
地
区
)
(
年
二
回
)

内
科
、
外
科
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
、
耳

鼻
科
の
医
師
団
、
二
三
名
が
出
向
い
て
移

動
総
合
病
院
を
開
設
す
る
も
の
で
す
。
住

民
の
健
康
状
態
、
環
境
状
態
な
ど
を
つ
か

み
、
総
合
保
健
管
理
体
制
と
医
療
確
保
の

シ
ス
テ
ム
化
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
併
行
し
て
、
世
帯
別
、
個
人
別
の

保
健
カ
i
ド
を
作
成
し
、
将
来
の
医
療
行

政
の
参
考
に
し
ま
す
。

停

.，_ 

効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
は
銀
行
へ

の
補
助
を
七
、
二

O
O万
円
に
増
額
し
地
方
銀

行
を
倍
増
し
ま
す
。
ま
た
、
富
山
市
に
「
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
、
展
示
用
温
室
、
モ

デ
ル
花
壇
な
ど
の
事
業
に
助
成
す
る
ほ
か
、
河

川
敷
を
整
備
し
県
民
に
花
と
緑
を
育
て
る
広
場

を
提
供
す
る
都
市
河
川
公
園
を
つ
く
る
な
ど

花
と
緑
の
県
づ
く
り
運
動
が
一
日
も
早
く
県
民

生
活
に
定
着
す
る
よ
う
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。

交
通
網
の
整
備
促
進

県
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
交

通
需
要
の
実
情
に
即
し
、
四
十
八
年
度
に
認
定

し
た
県
道
を
含
め
て
整
備
計
画
を
み
な
お
し
、

新
年
度
は
生
活
道
路
を
中
心
と
し
て
重
点
的
に

事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

フ

さ
ら
に
富
山
・
高
岡
広
域
圏
内
の
総
合
交
通

体
系
を
確
立
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
た

め
、
新
年
昨
尻
か
ら
三
カ
年
に
わ
た
り
、
人
の
行

動
性
向
を
し
ら
べ
る
大
規
模
な
パ
l
ソ
ン
ト
リ

ッ
プ
-調
査
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
交
通
の
確
保
と
し
て
引
き
続
き

ス
ノ

l
シ
ェ

ッ
ド
、
消
雪
工
な
ど
施
設
整
備
を

進
め
る
一
方
、
新
た
に
冬
期
間
の
道
路
交
通
の

確
保
を
主
眼
に
園
、
県
、
市
町
村
が

一
体
と
な

っ
て
運
営
す
る
防
雪
生
活
圏
整
備
モ
デ
ル
事
業

を
二
カ
年
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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-
突
通
安
全
対
策

交
通
事
故
死
の
絶
無
は
、
県
民
の
悲
願
で
す
。

昨
年
の
県
下
の
交
通
事
故
は
一
昨
年
に
く
ら
べ
、

件
数
、
死
者
、
傷
者
と
も
大
幅
に
減
少
し
た
こ

と
は
警
察
当
局
の
努
力
は
も
と
よ
り
、
県
民
総

ぐ
る
み
の
交
通
事
故
抑
止
活
動
の
成
果
で
す
。

こ
の
成
果
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
交
通
安

全
施
設
等
整
備
五
カ
年
計
画
に
の
っ
と
り
、
安

全
施
設
を
大
幅
に
拡
充

u

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を

六
O
カ
所
増
設
、
レ
ー
ダ
ー
式
速
度
測
定
機
の

全
署
配
置
、
交
通
警
察
官
の
大
幅
増
員
と
相
ま

っ
て
交
通
指
導
取
締
り
体
制
の
一
層
の
強
化
を

期
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
初
の
試
み
と
し
て
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
交
差
点
を
西
町
に
実
施
し
、
交
差
点
が

一
斉
に
青
に
な
り
自
由
に
歩
行
者
が
横
断
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹

底
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
の
こ
ど
も
と
老
人
の

交
通
安
全
対
策
に
と
く
に
力
を
入
れ
ま
す
。

社
会
教
育
、
芸
術
文
化
の
向
上

県
民
が
そ
の
生
涯
に
わ
た
り
、
新
し
い
文
化

の
創
造
に
参
加
し
、
人
間
と
し
て
の
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
を
実
現
で
き
る
よ
う
学
習
の
機
会

を
提
供
し
、
自
己
啓
発
を
促
す
こ
と
が
重
要
で

す
。こ

の
た
め
、
教
育
委
員
会
の
機
構
を
改
革
し

「
社
会
教
育
部
」
を
設
け
、
県
下
の
市
町
村
を

指
導
育
成
す
る
派
遣
社
会
教
育
主
事
制
度
の
発

足
に
六
、
一

O
O万
円
、
公
民
館
指
導
員
を
設
置

す
る
な
ど
社
会
教
育
の
充
実
を
期
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
諸
国
体
の
指
導
者
の
養
成

と
確
保
に
つ
と
め
、
社
会
教
育
振
興
基
金
を
活

用
し
、
P
T
A
、
婦
人
会
な
ど
の
関
係
団
体
の

育
成
強
化
に
つ
と
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
涯
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
県

民
の
学
習
希
望
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
な
い
、

今
後
の
施
策
に
利
用
す
る
ほ
か
生
涯
教
育
事
業

の
中
核
と
し
て
「
県
民
大
学
校
モ
デ
ル
事
業
」

を
四
O
O万
円
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

-
芸
術
文
化
の
振
興

県
民
の
創
作
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
歌
舞

伎、

バ
レ
ー
な
ど
芸
術
の
名
作
鑑
賞
の
機
会
の

増
加
を
は
か
り
、
と
く
に
、
こ
と
し
開
設
の
運

び
と
な
っ
た

「教
育
文
化
会
館
」
を
効
率
的
に

運
営
し
、
よ
り
充
実
し
た
民
間
の
芸
術
文
化
活

富
山
県
に
繁
栄
を
も
た

基
幹
交
通
網
の
整
備

北
陸
新
幹
線
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
整
備
計

画
が
決
定
し
、
運
輸
大
臣
の
工
事
実
施
計
画
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
二
六
・
五
J
の
供

用
を
開
始
し
ま
す
。
富
山
市
か
ら
以
西
全
線
の

開
通
は
、
昭
和
五
十
年
度
に
行
な
わ
れ
る
予
定

で
す
。
な
お
富
山
市
か
ら
朝
日
町
ま
で
の
四
九

・
七
J
は
、
こ
の
ほ
ど
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

設
置
場
所
も
決
定
し
、
昭
和
五
十
二
年
度
開
通

を
目
標
に
、
用
地
買
収
に
努
力
し
ま
す
。

一
般
国
道
に
つ
い
て
は
、
国
道
8
号
線
の
交

通
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
、
建
設
省
の
直
轄
事

業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
富
山
・
高
岡
バ
イ

パ
ス
が
新
年
度
末
ま
で
二
車
線
全
線
開
通
し
、

き
ら
に
四
車
線
化
を
す
す
め
ま
す
。

今
後
、
交
通
の
混
雑
が
増
し
て
く
る
地
域
と

し
て
滑
川
バ
イ
パ
ス
、
小
矢
部
バ
イ
パ
ス
の
建

設
、
現
在
建
設
中
の
氷
見

・
高
岡
バ
イ
パ
ス
の

建
設
促
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
国
道
1
5
6

号
線
、

3
0
4
号
線
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興

本
県
農
業
の
基
本
的
方
向
は
、
優
良
米
の
生

産
基
地
と
し
て
の
地
位
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

し
、
さ
ら
に
需
要
の
伸
長
が
見
込
ま
れ
る
畜
産

物
、
野
菜
、
果
樹
な
ど
に
つ
い
て
自
給
率
の
向

上
を
目
指
し
て
適
地
適
産
を
進
め
、
県
民
に
新

鮮
で
豊
か
な
食
糧
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と

で
す
。• 米

米
に
つ
い
て
は
、
地
力
増
強
の
推
進
、
優
良

品
種
の
計
画
的
作
付
け
、
農
作
業
の
受
委
託
を

認
可
を
ま
っ
て
着
工
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
建
設
の
具
体
化
に
と
も
な
っ
て

対
応
す
べ
き
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
積
極
的
に
す

す
め
ま
す
。

広
域
に
か
つ
組
織
的
に
実
施
し
、
稲
作
の
機
械

化
に
対
処
す
る
農
業
機
械
銀
行
の
導
入
事
業
を

行
な
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
生
産
基
盤
の
整

備
、
集
団
的
生
産
組
織
の
育
成
、
農
業
団
地
の

形
成
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

休
耕
に
よ
る
米
の
生
産
調
整
は
、
新
年
度
か

ら
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
休
耕
田
の
稲
作
復
帰
を

は
か
り
、
予
約
限
度
数
量
の
確
保
に
つ
と
め
ま

す。
ま
た
、
転
作
の
定
着
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
通
年
施
行
に
よ
り
、
ほ
場
整
備
事
業

の
促
進
を
は
か
り
ま
す
。

ま
た
、
水
稲
の
新
品
種
と
し
て
「
は
つ
か
お

り
」
を
準
奨
励
品
種
と
し
、
昭
和
五
十
年
度
以

降
の
米
の
増
収
基
盤
の
醸
成
に
つ
と
め
ま
す
。

野
菜
は
年
々
出
荷
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

旺
盛
な
需
要
に
追
い
つ
け
な
い
の
で
、
価
格
保

証
制
度
を
大
幅
に
強
化
拡
充
し
、
農
家
の
生
産

意
欲
の
向
上
と
生
産
の
振
興
を
は
か
り
ま
す
。

-
畜
産

需
要
の
増
加
に
対
応
で
き
る
よ
う
自
給
率
の

向
上
を
め
ざ
し
て
生
産
振
興
に
努
力
し
、
と
く

に
流
通
飼
料
の
異
常
な
高
騰
な
ど
に
対
処
す
る

た
め
の
低
利
融
資
制
度
の
充
実
に
つ
と
め
、
ま

た
、
畜
産
公
害
を
防
止
す
る
た
め
、
ふ
ん
尿
の

有
効
利
用
や
土
壌
還
元
を
促
進
し
て
、
畜
産
農

家
経
営
の
改
善
を
推
進
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
農
山
村
自
然
環
境
活
用
事
業
を
は

じ
め
、
農
村
の
生
活
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

入
善
町
と
福
岡
町
に
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

動
を
推
進
し
ま
す
。

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
文
化

財
保
護
指
導
員
を
設
置
し
て
文
化
財
パ
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
を
は
か
り
、
曳
山
な
ど
の
民
俗
資
料
、

埋
蔵
文
化
財
、

天
然
記
念
物
の
保
護
に
力
を
注

ぐ
と
と
も
に
文
化
財
愛
護
普
及
活
動
を
強
力
に

す
す
め
、
郷
土
の
文
化
遺
産
を
県
民

一
体
と
な

っ
て
守
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
今

派
遣
社
会
教
育
主
事

社
会
教
育
の
振
興
と
充
実
を
は
か
る
社

会
教
育
主
事
は
市
町
村
で
不
足
し
て
い
る

の
で
、
県
が
ふ
さ
わ
し
い
人
材
を
確
保
し

市
町
村
の
も
と
め
に
応
じ
て
派
遣
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

社
会
の
変
化
に
即
し
、
ま
た
生
涯
教
育

の
観
点
か
ら
体
系
化
や
内
容
、
方
法
の
改

善
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域

に
応
じ
た
充
実
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

B 

-
基
幹
道
路
網
の
整
備

北
陸
自
動
車
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
こ
と
し

の
秋
に
砺
波
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
金
沢
東

..，.. 

業
を
、
福
野
町
全
域
を
モ
デ
ル
農
業
団
地
と
す

る
農
村
施
設
総
合
整
備
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進
す
る
一
環
と

し
て
農
業
改
良
普
及
体
制
の
効
率
化
を
進
め
、

農
業
試
験
研
究
施
設
の
整
備
と
普
及
と
技
術
開

発
の
円
滑
化
を
は
か
り
ま
す
。

農
山
村
自
然
環
焼

活
用
事
業
、

農
山
村
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
資
源
を

生
か
し
、
地
域
の
特
性
に
あ
っ
た
観
光
農

業
多
義
入
し
な
が
ら
、
諸
縮
設
を
整
備
し

て
都
市
に
住
む
人
に
縁
の
自
然
と
土
に
親

し
む
場
を
提
供
、
あ
わ
せ
て
農
家
所
得
の

増
大
を
は
か
る
も
の
で
す
。
こ
と
し
は
魚

津
、
八
尾
を
予
定
し
、
山
菜
園
、
果
樹
も

ぎ
』
と
り
圏
、
観
光
花
き
園
、
レ
ジ
ャ
ー
農

園
な
ど
の
ほ
か
、
生
産
物
車
売
所
や
休
憩

所
を
整
備
し
ま
す
。

g 

-
水
産
業

漁
港
の
整
備
、
沿
岸
漁
業
と
内
水
面
総
合
振

興
の
対
策
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
が
、
と
く
に

新
年
度
に
は
、
計
画
的
な
漁
獲
を
あ
げ
る
た
め

の
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
建
設
と
水
産
物
の
流

通
加
工
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
着
手
し
、
魚
介
類

資
源
の
積
極
的
増
大
と
水
産
物
価
格
の
安
定
に

つ
と
め
ま
す
。





栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

沿
岸
漁
業
の
振
興
と
漁
業
資
源
の
増
大

を
は
か
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
、

稚
魚
を
あ
る
程
度
育
て
梅
の
適
所
に
放
流

し
漁
捜
し
ま
す
。

富
山
湾
に
適
す
る
ク
ル
マ
エ
ビ
、
ガ
ザ

ミ
、
ア
ワ
ビ
、
ヒ
ラ
メ
、
カ
レ
イ
、
タ
イ

の
稚
魚
を
生
産
、
あ
わ
せ
て
漁
業
術
事
者

に
獲
る
漁
業
か
ら
育
て
る
漁
業
へ
の
転
換

と
意
識
の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

-
林
業

林
業
は
林
業
労
働
力
の
不
足
と
賃
金
の
高
騰

が
依
然
と
し
て
造
林
促
進
の
あ
い
路
と
な
っ
て

い
ま
す
。

新
年
度
は
、
森
林
組
合
労
務
班
の
共
済
制
度

を
い
ま
ま
で
六
五
才
未
満
を
六
五
オ
の
労
務
者

に
も
適
用
し
、

さ
ら
に
充
実
し
、
林
業
労
務
の

広
域
流
動
の
促
進
と
労
務
の
確
保
に
つ
と
め
る

と
と
も
に
、
造
林
補
助
単
価
を
増
額
し
て
造
林

意
欲
の
高
揚
を
は
か
り
ま
す
。

ま
た
、
公
社
や
森
林
公
団
造
林
を
推
進
す
る

貸
付
金
の
増
額
を
は
か

っ
て
い
ま
す
。

申
ふ
企
業
、
薬
業
、
貿
易

中
小
企
業
を
と
り
ま
く
経
済
環
境
は
、
金
融

の
引
き
締
め
に
加
え
て
、

石
油
、
電
力
の
供
給

削
減
、

諸
資
材
の
高
騰
な
ど
き
わ
め
て
き
び
し

パ
ロ
フ
ス
ク
見
本
市
の
参
加
、
定
期
航
路
開
設

促
進
な
ど
対
岸
諸
国
と
の
交
易
を
促
進
し
ま
す
。

観
光
で
は
、
高
速
交
通
、
余
暇
の
増
加
に
と

も
な
う
観
光
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
の
増
大
に
対

処
し
て
、
自
然
保
護
と
調
和
の
と
れ
た
観
光
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
基
地
と
し
て
、
立
山
山
ろ
く

の
整
備
、
五
箇
山
の
開
発
を
行
な
い
、
あ
わ
せ

て
北
陸
広
域
観
光
事
業
の
推
進
、
誘
致
宣
伝
対

策
を
強
化
し
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
つ
と

め
ま
す
。

労
働
対
策
の
推
進

労
働
力
事
情
は
、
若
年
労
働
力
を
中
心
に
依

然
と
し
て
不
足
基
調
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
学
卒
者
の
県
内
就
職
の
促
進
、

県
外
労
働
力
の
導
入
、
職
場
へ
の
定
着
を
は
か

り
、
必
要
労
働
力
の
確
保
に
つ
と
め
ま
す
。

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

新
年
度
に
お
い
て
、

小
口
事
業
資
金
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
の
県
単
独
融
資
制
度
を
前
年
度

に
く
ら
べ
一

O
億
円
を
増
や
し
て
経
営
の
安
定

を
は
か
る
ほ
か
適
時
に
緊
急
融
資
を
行
な
、つ
な

ど
弾
力
的
に
対
処
し
ま
す。

ま
た
、

中
小
企
業
の
近
代
化、

合
理
化
を
進

め
る
た
め
、
設
備
近
代
化
資
金
、
高
度
化
資
金
、

設
備
貸
与
制
度
に
つ
い
て
資
金
の
増
額
を
は
か

る
な
ど
、
き
め
細
か
い
施
策
の
充
実
に
つ
と
め

ま
す
。

と
く
に
中
小
企
業
高
度
化
資
金
に
つ
い
て、

そ
の
貸
付
資
金
を
大
幅
に
増
額
、
中
小
企
業
の

団
地
化
、
協
業
化
を
進
め
、
中
小
企
業
の
体
質

改
善
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
中
小
企
業
の
経
営
指
導
を
充
実

す
る
た
め
商
工
諸
国
体
の
経
営
指
導
員
を
増
や

す
こ
と
に
よ
っ
て
人
的
な
指
導
体
制
の
拡
充
を

は
か
り
、
電
算
機
の
設
置
に
よ
る
記
帳
機
械
化

シ
ス
テ
ム
を
新
し
く

て
八
O
O万
円
で
導
入

し
ま
す
。

-
工
業

工
場
環
境
の
保
全
を
は
か
り
な
が
ら
工
場
立

地
が
適
正
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
新
た
に
工
場
立

地
法
に
も
と
づ
き
敷
地
の
中
に
緑
地
を
義
務
づ

け
る
ほ
か
、
市
町
村
が
行
な
う
工
場
環
境
整
備

事
業
に
引
き
続
き
助
成
を
行
な
い
ま
す
。

富
山
新
港
臨
海
工
業
地
帯
を
中
心
に
本
県
産

業
に
寄
与
ふ
9
る
企
業
の
誘
致
に
つ
と
め
る
ほ
か
、

県
内
企
業
の
再
配
置
、
伝
統
工
業
の
振
興
、
技

ま
た
、
職
業
訓
練
の
重
点
を
、
学
卒
者
対
象

の
専
修
訓
練
か
ら
、

中
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

能
力
再
開
発
訓
練
に
き
り
か
え
、
密
度
の
高
い

効
率
的
訓
練
が
で
き
る
よ
う
訓
練
施
設
の
統
合

整
理
と
機
能
の
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
労
働
福
祉
団
体
に
対
す
る
助
成

措
置
の
拡
充
と
中
小
企
業
な
ど
の
労
働
環
境
の

改
善
を
は
か
る
た
め
砺
波
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
氷
見
市
の
働
く
婦
人
の
家
の
建
設
に
補
助

し
ま
す
。

産
業
基
盤
の
整
備

港
湾
に
つ
い
て
は
、
伏
木
富
山
港
湾
計
画
を

基
本
と
し
て
機
能
の
改
良
整
備
を
行
な
い
、
港

湾
の
環
境
改
善
と
保
安
に
つ
と
め
ま
す
。

伏
木
港
の
し
ゅ
ん
せ
つ
に
つ
い
て
は
、
富
山

新
港
西
防
波
堤
の
西
側
に
囲
い
堤
を
築
き
、
富

若
い
世
代
を
育
て
る
。

学
校
教
育
の
充
実

急
激
に
変
動
す
る
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

学
校
教
育
に
お
い
て
、
心
身
と
も
健
全
で
創
造

力
に
富
む
豊
か
な
人
間
性
を
育
成
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

教
育
委
員
会
に
「
学
校
教
育
部
」
を
新
た
に

設
置
し
教
育
内
容
と
教
育
環
境
の
充
実
を
は
か

り
ま
す
。

新
年
度
か
ら
普
通
科
の
富
山
南
、
高
岡
南
高

校
を
新
設
、

中
学
卒
業
者
の
増
加
に
対
処
し
、

ま
た
普
通
科
に
お
け
る
地
区
別
男
女
別
募
集
率

の
均
衡
に
配
慮
し
ま
す
。

一
方
、
定
時
制
高
校
に
修
学
奨
励
金
貸
与
制

度
を
創
設
、
雄
峰
高
校
南
砺
分
校
の
設
置
な
ど

働
き
な
が
ら
学
ぶ
青
少
年
の
教
育
の
振
興
を
期

し
ま
す
。

特
殊
教
育
に
つ
い
て
は
、
病
虚
弱
養
護
学
校

術
の
振
興
を
通
じ
公
害
の
な
い
工
業
、

高
附
加

価
値
型
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

記
帳
機
械
化
シ
ス
テ
ム

県
内
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
記
帳
指

導
業
務
の
合
理
化
と
近
代
化
を
は
か
る
た

め
、
県
商
工
会
連
合
会
に
電
子
計
算
機
を

設
置
、
各
商
工
会
に
端
末
機
を
配
置
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
導
入
に
よ
り
、

事
務
が

簡
素
化
さ
れ
、
入
手
不
足
の
解
消
、
計
理

の
確
実
な
処
理
、
経
営
改
善
と
今
後
の
経

・

営
指
導
の
面
で
も
計
数
の
適
確
な
把
握
が

可
能
と
な
り
効
果
的
な
指
導
が
で
き
る
よ

う
に
ず
り
ま
す
。

12 

-
薬
業

本
県
の
伝
統
産
業
で
あ
る
薬
業
は
、
昨
年
ド

つ
づ
き
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
東

南
ア
ジ
ア
の
市
場
調
査
を
は
じ
め
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
市
場
調
査
、
沖
縄
県
で
「
富
山
の
く
す
り
展
」

を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
販
路
拡
張
を
は
か
る

と
と
も
に
優
良
医
薬
品
の
生
産
を
す
る
た
め
、

品
質
管
理
の

一
層
の
充
実
と
指
導
に
つ
と
め
ま

す
。-

貿
易

激
動
す
る
国
際
経
済
情
勢
に
対
処
し
、
多
角

化
を
は
か
る
観
点
か
ら
中
国
市
場
の
調
査
、
ハ

山
新
港
と
伏
木
港
の
し
ゅ
ん
せ
つ
土
砂
を
埋
立

て
、
面
積
七

O
万
平
方
灯
の
用
地
を
造
成
。
運

輸
省
の
直
轄
事
業
と
し
て
昭
和
五
十
三
年
度
完

成
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
実
施

に
よ
り
伏
木
港
の
機
能
回
復
と
新
港
の
機
能
充

実
に
寄
与
し
ま
す
。

臨
海
工
業
用
地
造
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
四

O
五
万
平
方
幻
の
埋
立
造
成
を
終
え
、
引
き
続

き
C
、
D
、
姫
野
地
区
の
整
地
に
あ
わ
せ
て
道

路、

排
水
路
な
ど
の
付
帯
工
事
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
造
成
完
了
地
区
の
区
画
整
理
事
業

を
早
急
に
進
め
、
企
業
の
早
期
立
地
を
す
す
め

ま
す
。

工
業
用
水
道
事
業
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
和

田
川
と
神
通
川
の
工
業
用
水
道
事
業
の
建
設
を

す
す
め
、
今
後
の
地
下
水
転
換
の
促
進
な
ど
需

要
の
増
加
に
対
処
で
き
る
よ
う
す
す
め
ま
す
。

13 

を
開
設
し
、
心
身
障
害
児
童
生
徒
に
対
す
る
教

育
指
導
を
充
実
し
ま
す
。

幼
稚
園
教
育
実
験
事
業
を
実
施
し
、
幼
児
教

育
の
振
興
に
も
配
慮
し
ま
す
。

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
老
朽
、

危
険
校
舎
の
改
築
を
す
す
め
、
消
防
施
設
改
善

な
ど
整
備
拡
充
に
つ
と
め
ま
す
。

ま
た
、
教
育
研
修
機
関
の
充
実
、
海
外
研
修

の
機
会
の
提
供
な
ど
に
よ
り
、
教
員
の
資
質
の



向
上
を
は
か
り
、
本
県
教
育
の
躍
進
を
期
し
ま

す
。私

学
の
振
興
と
し
て
は
、
私
学
が
県
民
教
育

の
重
要
な
一
翼
を
担
う
と
い
う
認
識
に
た
ち
、

私
学
教
育
水
準
の
向
上
と
父
兄
負
担
の
軽
減
を

ミ
は
か
る
た
め
前
年
比
二
こ
が
れ
増
の
四
億
五
、

O

¥
¥
O
O万
円
の
助
成
措
置
の
強
化
を
し
ま
す
。
き

¥
¥
ら
に
、
各
種
学
校
に
対
す
る
貸
付
金
制
度
を
新

.
た
に
設
け
、
教
育
振
興
の
一
助
に
資
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

昭和49年 度 一 般 会計

青
少
年
の
健
全
育
成

さ
ら
に
昭
和
五
十
年
に
は
、
中
華
人
民
共
和

国
の
訪
問
を
計
画
し
、
中
国
の
現
状
と
中
国
青

年
と
の
友
好
親
善
を
深
め
た
い
と
考
え
、
折
衝

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
「
伸
び
ゆ
く
若
人
の
つ
ど
い
」
の

成
果
を
ふ
ま
え
、
新
年
度
も
「
明
日
を
き
ず
〈

(億円以下四捨五入)

災害復旧費

労働貨

商工費

農林水産業費

273億円

21.9% 

青
少
年
の
つ
ど
い
」
の
計
画
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

国
際
キ
ャ
ン
プ
・日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
な

ど
を
通
じ
、
青
少
年
の
自
主
性
と
連
帯
感
を
つ

ち
か
う
よ
う
配
慮
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
青
少
年
の
健
全
育
成
施
設
と
し
て
福

光
町
万
利
地
区
に
建
設
を
進
め
て
い
る
「
青
年

の
山
」
は
八
月
ご
ろ
に
関
所
し
ま
す
。
若
人
が

自
然
に
親
し
み
あ
す
へ
の
創
造
力
を
養
う
場
と

し
て
活
用
が
望
ま
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

県
民
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
は

か
る
こ
と
は
、
健
康
で
明
る
い
県
民
生
活
を
築

く
た
め
に
有
効
な
方
策
で
す
。

こ
の
た
め
、
一
般
県
民
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ

指
導
の
強
化
と
活
動
の
場
の
提
供
が
急
務
と
考

え
、
・
新
年
度
か
ら
市
町
村
と
協
力
し
、
「
社
会
体

育
指
導
員
」
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
立
山
山

ろ
く
に
山
野
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
建
設
を
準
備

し
、
岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
整
備
促
進
を
は
か

り
、
学
校
体
育
施
設
開
放
校
を
増
や
し
、
夜
間

で
も
使
用
で
き
る
よ
う
屋
外
照
明
施
設
を
建
設

す
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
る
施

設
の
整
備
に
つ
と
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
母
体
で
あ
る
県
体
育

協
会
の
事
業
活
動
の
拡
充
強
化
を
は
か
る
た
め
、

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」
の
運
用
益
金
の
充
当
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
補
助
金
な
ど
積
極
的
な

助
成
を
講
じ
ま
す
。

な
お
昭
和
五
十
一
年
に
開
催
さ
れ
る
「
お
お

や
ま
国
体
」
準
備
と
し
て
、
冬
季
国
体
実
行
委

財産収入 5億円 0.4%

交通安全対策特別交付金 2億円 0.2%

繰越金 2億円 0.2%
寄付金 |億円 0.1%

繰入金

地方譲与税

使用料及ぴ手数料

分担金及び負担金

員
会
事
務
局
の
設
置
や
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
開

催
な
ど
万
全
を
期
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

以
上
が
昭
和
四
十
九
年
度
の
富
山
県
予
算
の

あ
ら
ま
し
で
す
。

激
動
す
る
内
外
情
勢
の
中
か
ら
、
日
々
新
し

い
政
策
課
題
が
提
起
さ
れ
、
新
し
い
行
政
需
要

が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
民
各
層

の
率
直
な
声
を
聞
き
、
県
議
会
、
市
町
村
と
一

体
と
な
っ
て
県
政
を
円
滑
に
機
動
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

山
野
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

立
山
一
帯
か
ち
大
山
町
を
含
め
た
一
大

観
光
地
一
、
五
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
観
光

客
を
対
象
に
整
備
す
る
立
山
山
ろ
く
観
光

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
区
に
、
野
外
活

動
推
進
の
た
め
設
置
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

総
合
施
設
で
す
。

野
外
活
動
の
基
地
と
し
て
、
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
に
あ
わ
せ
て
、
立

山
山
ろ
く
の
雄
大
な
自
然
を
四
季
通
じ
て

楽
し
み
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
る

こ
と
の
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
場
、
運
動
広
場
、

家
族
用
小
屋
な
ど
を
、
極
楽
坂
、
粟
巣
野
、

千
寿
ガ
原
、
芦
峨
寺
に
っ
く
り
ま
す
。

14 

国庫支出金

379億円

30.4% 

15 

地方交付税

2911意円
23.3% 



6，000 

1，250 

9憶 1，241万円

6，181 

180 

635 

135憶 4，243万円

1，440 

3，000 

3，300 

58憶に 968万円

14憶 5，247万円

9，417 

394 

9億 1，274

250憶 8，615万円

1，017 

719 

463 

9，425 

2，000 

7，500 

5，140 

320 

昭和49年度富山県予算の主な事業
住みよい富山県をつくる 0 印は新規事業| ‘ 

〔交通網の整備促進〕

0道路交通情勢調査

0自転車道整備

Oノfーソントリップ調査

〔社会環境の浄化〕

II富山県に繁栄をもたらす
〔基幹交通網の整備〕

北陸自動車道用地取得

北陸新幹線建設促進

国道160号線ノ〈イパス用地先行取得

〔農林水産難の振興〕

0農 山村自然環境活用事業

0農業機械銀行導入ノマイロット半業

0農作業受託モデル組織育成事業ー

農村総合整備モデル事業

0緑化木生産資金

0栽培漁業センター建設

0漁場環境調査船建造

地域畜産振興事業

137憶 3，461万円

7億 2，284

77 

29 

350 

2，135 

2，553 

246 

179 

550 

2，799 

1，112 

694 

2億 1，252

150 

125 

9，074 

1，585 

130 

300 

2，020 

1，720 

11窓7，373

〔社会福祉・保健衛生の充実〕

0老人医療助成

0老人福祉電話設置

0家庭奉仕貝省力化機器整備補助

0身 体 障 害 者 温 泉 保 養 所 新 設 事 業 助 成

。軽費主主人ホーム九重荘運営費

0重度心身障害者(児)医療費助成

。身体障害者実態調査

0障害児保育対策事業

0社会福祉総合施設建設計画

心身障害者扶養保険卒業

在宅訪問指導員設置

03歳児健康診査(尿たん白検査追加)

保育所整備

0乳児院冷暖房設備設置

0民間保育所長時間保育特別措置

。小 矢 部 保 健 所 改 築

0公衆浴場施設改善

0環境保全センター設置調査

o国民健康保険強化助成

0公的病院特殊診療部門運営補助

国立富山医大開学推進

0総合衛生学院増築

I 

.， 

毎
日
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
な
べ
に
も

ず
い
ぶ
ん
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
素
材
別
に

み
て
も
鉄
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
ス
テ
ン
レ
ス
、

耐
熱
ガ
ラ
ス
、
ホ

!
?
l、
銅
と
多
種
多
様

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
、
短
所
が
あ
り
ま

す
し
、
大
き
き
、
素
材
に
よ
っ
て
も
値
段
が

ぐ
ん
と
違
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
台
所
仕
事
の
カ
ナ
メ
と
い
わ
れ

て
い
る
な
べ
の
選
び
方
や
特
徴
に
つ
い
て
み

て
み
ま
し
ょ
、
っ
。

な
べ
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

ω作
る
料
理
に
適
し
た
も
の
を

ω家
族
の
人
数
に
合
っ
た
大
き
き
の
も
の
を

家
族
数
を
基
準
に
し
て
一

1
二
人
分
は
余

分
に
つ
く
れ
る
程
度
の
も
の
が
よ
い

ω材
質
は
値
段
が
少
々
高
く
て
も
な
る
べ
く

よ
い
も
の
を

ω安
定
性
が
あ
り
、
使
う
と
き
固
定
し
や
す

い
も
の

問
持
ち
手
は
握
り
や
す
く
、
な
べ
の
縁
に
手

66憶 3，619万円

1，800 

10{意5，000

4億 5，179

27{意4，942

11意5，000

422 

1，880 

10憶 0，092万円

11窓5，412

70 

114憶 6，966万円

11イ意5，000

〔中小企襲、薬業、貿易の振興〕

o商工会記帳機械化推進

中小企業経営安定資金

中小企業設備近代化資金

中小企業高度化資金

中小企業設備貸与事業

0技術情報室設置事業

O繊維技術指導

〔労働対策の推進〕

o勤 労 者 金 融 対 策

0勤労者いこいの村建設

〔産推基盤の聾備〕

直轄港湾事業費負担

2憶 9，882万円

64 

2，141 

116 

9，345 

1，386 

310憶 7，438万円

4，107 

3億 3，973

2{窓3，917

2{意0，712

4{意5，592

540 

5憶 6，889万円

6，954 

2倉庫4，491万円

202 

1，706 

2，048 

510 

III若い世代を育てる

〔学校教育の充実〕

3箇複式学級解消、教員の定数化

県立高校危険校舎改築

県立高校新営増設

0県立高校新設

私立学校振興対策

定時制通信教育修学奨励

〔膏少年の健全育成〕

青年の船派遣事業

〔スポーツ活動の振興〕

0社会体育指導員設置

学校体育施設開放促進

体育団体助成

o山野スポーツランド建設

106憶 5，449万円

401 

490 

1，339 

908 

800 

2，393 

535 

240 

1，185 

750 

156 

357 

5，295 

8億 7，330

11意0，000

14億 3，183万円

90 

504 

2，319 

2，9i3 

150 

6，911 

575 

1，945 

〔県民生活安定の推進〕

0消費生活センターテレフォンサービス

0生活安定対策

0単位価格表示実験庖補助

0野莱価格安定事業

0移動生活センター車

〔生活基盤の整備〕

0標準地地価調査

0土地利用基本計画作成

。土地利用状況調査

0大気汚染移動観測局建設

0自動庫排出方ス観iHlJ局建設

0水質測定車購入

0環境アセスメント導入

。家蓄ふん尿有効利用促進事業補助

O市町村公営ノ〈ス補助

Oへき地歯科巡回診療車購入

0動く総合病院開設

0県民皆水道推進モデル事業

防雪生活圏整備モデル事業

公営住宅建設

0熊野川総合開発事業

っ
て
い
ま
す
が
、
な
べ
選
び
も
け
つ
こ
う
む

ず
か
し
い
も
の
で
す
。
厚
手
の
ア
ル
ミ
な
べ

の
よ
う
に
手
入
れ
が
よ
け
れ
ば
一
生
も
っ
と

い
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
み
か

け
だ
け
で
す
ぐ
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
す
ぐ
に
持
ち
手
が
ぐ

〔自然環境保全対策の充実〕

ナチュラリスト活動事業

0植生図作成事業

0立山地区環境整備

0フラワーセンター設置事業

O河川公園事業

県民福祉公園建設補助

0野鳥の森整備事業

県立自然公園施設整備

ら
つ
い
た
り
、
つ
ま
み
が
と
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
粗
悪
品
も
あ
り
ま
す
。

外
観
の
美
し
き
だ
け
に
つ
ら
れ
て
買
っ
た

り
す
る
と
、
結
局
は
高
い
も
の
に
な
り
ま
す

か
ら
よ
く
選
ん
で
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

種類 長 所 短 所 選ぴ方・扱い方など

アルミ 軽い、さびない 酸、アルカリに弱い なるべく厚手のものを選ぶ
ニウム 使い始めに米のとぎ汁を入れて火にかけると黒〈

なべ ならない

アルマ 軽い、きびない アルミニウムの表面に人工的に皮膜をつく ったもの

イト加 アルミニウムより耐蝕性や耐摩耗性にすぐれている

工なぺ 把手、つまみの使いやすい厚手のもの

鉄なぺ 熱がむらな くあたる きびやすい 少々使いずらいが厚手で重いほど調理にはぐあいがよい

空だきにも耐える 重い 最初錆止めをとるため空炊き 野菜の空妙りかさつま
いもを煮るとよい、使用後はうすく泊をぬっておく

ステン 酸や塩分に強い 熱伝導が悪い 熱伝導が悪いので底に銅の張ってあるものを、底の部

レス きびない ムラ焼きができる 分を銅メ ッキしたものはすぐはげてしまうのでダメ

なべ 焦げつきやすい できるだけ銅張りの部分をこすらない

ホーロ 薬品や酸、アルカリに 焦げつきやすい うわ薬がむらなくかかっていて気泡のないもの

ーなべ 強い、見ためにきれい 衝撃に弱い 空妙きをしないこと、洗うときはあまり強〈こすらな
で汚れが落ちやすい 重い いこと、衝撃に弱いので落さないように

土なべ 熱容量が大きく保温 急激な温度変化でひ うわ薬がむらなくかかっているもの

カがある ぴ割れしやすい ぬれたまま火にかけないこと、最長初もに小麦粉をとかし
た水を煮るとやきしめといって ちする

銅なぺ 熱伝導がよい 手入れを怠るとすぐ 内側に亜鉛メ ッキをしたもののほうが手入れが簡単

銅のつやがうつくしい 汚れ値、段また緑青がで
る、 が高い

耐熱ガ 熱容量が大きい 割れやすい 電子レンジ・天火に入れるのに最た適あ
ラス製 薬品に強い 焦げつきやすい ぬれたまま火にかけたり、熱し とすぐ水につけた

なぺ りしないこと、クレンザーは使わないほうがよい

ふっ素 焦げつかない 強火で調理するとこ アルミニウムにフ ッ素樹脂を加工したもの

樹脂加 汚れが落ちやすい びりつきやすくなる日 厚金手のものを選ぶ
工なぺ がたつと樹脂がはげる 属のフライ返しなどを使用しない

が
ふ
れ
た
り
、
熱
気
に
よ
る
や
け
ど
の
心

配
が
な
い
形
の
も
の
。
ま
た
持
ち
手
が
本

体
に
し
っ
か
り
つ
い
て
い
る
も
の

附
ふ
た
の
つ
ま
み
は
大
き
め
の
持
ち
や
す
い

も
の
を
。
一
一
H
J
川
以
上
の
高
き
が
あ
る
と

つ
ま
み
や
す
い
。
ま
た
ふ
た
と
つ
ま
み
が

し
っ
か
り
つ
い
て
い
て
洗
い
や
す
い
も
の

を
選
ぶ
こ
と
。

素
材
に
よ
る
種
類
と
特
徴

最
近
は
色
と
り
ど
り
の
な
べ
が
売
場
を
飾

119憧 9，185万円

16 

〔県土の保全〕
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物価と家計簿

富山の物価は高いというが.• • • • • 

「
富
山
は
物
価
が
高
い
」
と
い
う
言

葉
を
聞
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
金
沢
で

も
「
金
沢
は
物
価
が
高
い
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
す
。
果
し
て
ど
う
な
の
で

し
ょ
、
っ
か
。

こ
の
ほ
ど
と
り
ま
と
め
た
昭
和
四
十

七
年
の
消
費
者
物
価
地
域
指
数
で
見
て

み
ま
し
ょ
、
っ
。

ま
ず
地
域
差
指
数
に
つ
い
て
、
ち
ょ

っ
と
ふ
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
富
山
市
で
生
活
す
る
と
考

え
て
下
き
い
。
そ
し
て
富
山
市
で
買
い

物
を
し
た
場
合
と
同
じ
物
を
高
岡
市
で

買
い
物
を
し
て
、
そ
の
家
計
費
の
支
出

額
を
比
較
し
た
も
の
「
富
山
市
を
基
準

(一

O
O
)
」
そ
れ
が
地
域
差
指
数
で
す
。

第
一
図
は
、
全
国
平
均
を
基
準
(
一

O

O
)
と
し
た
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

在
地
で
の
地
域
差
指
数
を
図
に
し
た
も

の
で
す
。

こ
れ
で
み
る
と
、
富
山
市
は
全
国
平

均
よ
り
物
価
水
準
が
や
や
高
く
、
ま
た
、

北
陸
地
方
で
は
金
沢
と
福
井
の
中
間
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
県
庁
所
在

都
市
の
中
で
は
、
「
総
合
」
は
高
い
方
か

ら
一
八
位
、
食
料
も
高
い
方
か
ら
一
七

位
で
全
国
的
に
は
中
位
の
上
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
第
一
表
で
は
、
消
費
者
物
価

指
数
と
消
費
者
物
価
地
域
差
指
数
と
を

対
比
し
て
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
並
べ

宇
品
1
レ
れ
~
。

-ー

い
ま
す
。

な
お
、
昭
和
四
十
八
年
の
地
域
差
指

数
は
、
四
十
九
年
末
ご
ろ
発
表
の
み
こ

み
で
す
。

つ
ぎ
に
、
富
山
県
内
の
地
域
差
指
数

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
費
目
別
に
見

る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

第
二
表
は
、
富
山
市
を
基
準
(
一

O

O
)
と
し
た
場
合
の
も
の
で
す
。

『
総
合
』
で
は
、
高
岡
市
が
一

O
O

-
-
で
最
も
高
く
、
つ
づ
い
て
新
湊
市

九
九
・
七
、
魚
津
市
九
八
・
三
と
な
り

ま
し
た
。
『
食
料
』
は
、
高
岡
市
一

O
一

・
九
、
新
湊
市
一

O
一
・
五
、
魚
津
市

九
九
・
五
で
、
高
岡
市
、
新
湊
市
は
富

山
市
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
富
山
市
に
比
べ
、
主

食
、
加
工
食
品
、
外
食
な
ど
が
安
か
っ

た
も
の
の
、
生
鮮
魚
介
、
肉
類
、
野
菜
、

飲
料
な
ど
が
高
値
で
あ

っ
た
た
め
で
す
。

『住
居
』
で
は
、
高
岡
市
一

O
二

・

O
、
新
湊
市
一

O
三

・
四
そ
し
て
魚
津

市
一

0
0
・
一
と
、
新
湊
市
が
最
も
高

く
、
他
の
三
市
に
比
べ
水
道
料
、
設
備

修
繕
費
が
高
い
た
め
、
そ
の
指
数
を
押

し
上
げ
て
い
ま
す
。

『
光
熱
』
で
は
、
高
岡
市
九
九
・
二
、

新
湊
市
一

O
一・

O
、
魚
津
市
一

O
三

.
一
と
な
り
、
魚
津
市
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
木
炭
な
ど
が
高
値
で

あ
っ
た
た
め
で
す
。

『
被
服
』
で
は
、
高
岡
市
九
三

・
七、

こ
れ
を
み
る
と
、
消
費
者
物
価
指
数

は
、
昭
和
四
十
五
年
を
基
準
(
一

O
O
)

と
し
て
、

昭
和
四
十
七
年
は
東
京
が
一

一一

・
四
、
富
山
市
が
一
一
一
・
五
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
宰
は
、
四
十

五
年
か
ら
四
十
七
年
ま
で
に
東
京
で
一

一
・
四
軒
、
富
山
市
で
一
一

・
五
計
上

第 l図昭和47年地域差指数 (全国 = 100) 
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新
湊
市
九
一

・
三
、
魚
津
市
九
一
・
二

と
い
ず
れ
の
市
も
身
の
ま
わ
り
品
や
衣

料
が
安
い
の
で
富
山
市
よ
り
低
い
水
準

と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
雑
費
』
で
は
、
被
服
と
同
様
富
山

市
が
他
の
三
市
に
比
べ
最
も
高
い
水
準

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
岡
市
、

新
湊
市
の
保
健
医
療
・
理
容
衛
生
そ
し

て
魚
津
市
の
自
動
車
費
よ
り
低
い
水
準

で
あ
り
な
が
ら
、
教
育
費
、
交
通
通
信

費
等
が
高
い
た
め
で
す
。

第 2表昭和47年県内 4市の費目別地域差指数

富山市 高岡市 新湊市 魚津市

五念 1口入 100.0 100.1 99.字 98.3 

食 料 100.0 101.9 101.5 99.5 

住 居 100.0 102.0 103.4 100.1 

光 熱 100.0 99.2 101.0 103.1 

争皮 sIi 100.0 93.7 91.3 91.2 

雑 費 100.0 99.7 99.2 98.5 

昇
し
た
こ
と
を
示
し
、
富
山
市
の
ほ
う

すずが
。か物

に 価
大 上
き昇
かの
つ 度
た合
こカf

と東
が京
わよ
かり
りも
ま わ

北陸地方

こ
れ
に
対
し
、
消
費
者
物
価
地
域
差

指
数
を
み
る
と
、
四
十
七
年
の
物
価
の

地
域
差
は
全
国
平
均
の
物
価
を
基
準

(一

O
O
)
と
し
て
、
東
京
は
一

O
九

・

一
、
富
山
市
が
一

O
二
・

四
と
な
っ
て

お
り
、
物
価
の
上
昇
度
合
と
は
逆
に
物

価
水
準
は
富
山
市
よ
り
東
京
が
は
る
か

に
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
北
陸
三
県
(
県
庁
所
在

名古屋市

第 l表消費者物価指数と消費者物価地域差指数(総合)

消費者物価指数
消費者物価

地域 地域差指数

45年 46年 47年 48年 47年

全 国 100 106.1 110.9 123.9 100 

東京(区部) 100 106.3 111.4 124.5 109.1 

富山市 100 106.3 111.5 123.7 102.4 

金沢市 100 106.3 112.0 123.5 103.4 

福井市 100 105.7 112.1 125.2 100.1 

東京都区部全国

市
)
の
物
価
水
準
が
、
昭
和
四
十
年
か

ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
を
第

二
図
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

こ
れ
を
み
る
と
富
山
市
は
、

昭
和
四

十一

年
か
ら
昭
和
四
十
五
年
ま
で
上
昇

を
続
け
、
一

番
低
い
水
準
か
ら
一

番
高

い
水
準
へ
と
高
ま
り
ま
し
た
が
、
昭
和

四
十
六
年
か
ら
は
下
降
ぎ
み
と
な
っ
て
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1月カ‘ら 1~ ヵ、ら

品目 銘 柄 単位 価格 みた上昇 品目 銘 キ両 単位 価格 みた上昇

率(%) 率(%)

食パン 普通品 1 kg 258 。み そ 並、袋入(1 kg入) 1袋 248 6.9 

即席
即席中華めん袋入り 100g 53 。砂 糖 上白 1 kg 230 f::，. 7.6 

ラーメン

あ じ まあじ丸(長さ約15cm以上) 100g 98 レモン 1個約1l0g、「サンキスト」 1 kg 374 ム 5.3

き lま 丸(長さ約25cm-35cm) 100g 22 ゐ24.1 パナナ 1 kg 172 32.3 

し、 カ‘ するめいか 100g 86 ちり紙 白ちり 3号、クレープ付 8ω枚 237 ム27.3

牛 肉 中 100g 245 。せんたく用 合(2成洗剤、粒状箱入 1箱 588 。
洗剤 .65kg入)

豚 肉 中 100g 120 。ベニヤ板
フワン材、普通合板、]AS2類

1枚 585 ム 6.41等 (182cmX 91cm X 2.7拍)

ノ、 ム プレスハム、上 100g 138 。ワ(イ混シ紡ャ)ツ カッタ一、ポリエスアル混紡
1枚 2，100 。

ブロード80番手、白、普通品

牛 手L 加工入(200c.c入)月極め 1本 43 。せんたく代 綿酉己i、垂ワイシャツ(カ ッター) l枚 95 5.6 、料金後払い

鶏 卵 1個約60g 1 kg 342 5.9 灯 油 白灯油、詰替売り、配達 18 t 430 f::，. 5.1 

キャベツ 1 kg 147 83.8 
フ'ロノマン

家庭用、 10kg、容器代除〈 1本 1，288 5.1 カP ス

ほうれん草 1 kg 387 1.8 
自動車

レギュラーガソリン、現金売り 1 t 83 ム10.8ガソリン

大 根 1 kg 97 32.9 理髪料 大人調髪(洗髪を含む) l回 1，150 。
大 旦 賞白豆 100g 30 15.4 

パーマネン
コールド(セットを含む) 1回 2，500 。

トft

しょう油 濃(2口、上)ぴん詰 1本 440 18.9 
パンアイス ナイロン100%、サイズM 1足 200 。

4入 「キッコーマン印」 トッキング 15-20デニール

第 3表 富 山市の品目別価格 (2月)

ー

40年 47 46 45 

18 

44 43 42 41 
i主 ・生鮮食料品 は上、 中、下旬の平均価格、その他の品 目は中旬 の価格です。ム印 は、マイナスを示し ています。
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.県政のうごき

4日.生活安定緊急対策協議会

県と国の出先機関が協力して、物価対策にとり組む

「白山県県民生活安定緊急対策協議会」がスタート、初

会合をひらいた。

各機関が情報、連絡を密にして、相互指導を強める

ほか、悪質な業者に対しては強い姿勢でのぞむことを

確認した。

q日.郷土の文芸一堂に

明治、大正、昭和の 3代にわたる郷土の近代文芸の

歩みをみる、 富山県文芸展が 1日から 7日までひらか

れた。 この展覧会は、置県90周年記念事業として行な

われたもので、郷土の文芸のすべてを一堂に展観され

た。

4日.初の立入調査

県民生活安定緊急対策本部は、ちり紙、トイレ ッ ト

ペーノマーの問屋である徳安紙業を生活関連物資などの

買い占め売り惜しみ防止緊急措置法に基づき初の立入

調査を実施した。

10日e22日間死者ゼロ

富山県下の交通事故による死者は昨年から下降線を

たどり、 1月19日以来22日間連続死者ゼロの好記録と

なった。

この好記録は、過去10年間初めてである 。

13日 . はつかおり、準奨励品種に

県は、昨年選抜育成の「はつかおり」を昭和49年度

準奨励品種に指定することにした。

16日 . 新年度の予算案を発表

中田知事は、物価、福祉 教育を重点に編成した昭

和49年度予算案を発表した。

一般会計上248億4，976万円、特別会計298億4，981万

円、総額1，546億9，957万円で対前年度13. 4 ~'.:f の伸びと

なっている 。

18日・入賞6年ぶり

第29回国体冬季スキー競技会(猪苗代)で、純ジャン

プ教員で最上満選手(立山中)が 3位、距離の教員15キロ

で吉越明選手(山田小)が 6位に入賞、 43年以来 6年 ぶ

りに入賞した。

18日 . 富山県職業訓練展

県内の高等技能学校や職業訓練施設で学ぶ生徒の作

品を展示即売する職業訓練展 ・内職展が県民会館 1階

ホールで聞かれ、物価高のおりから人気をあつめた。

20日.県の機構改革を発表

中田知事は記者会見で 4月から実施する機構改革と

して 、消費生活、 広報、交通安全を一本に した「県

民生活局」、公害に土地対策、自然保護を加 えた「環境

音巴」、企画室の政策担当と 秘書室を結びつけた「知事公

室」を新設。出納 、会計を 2課にする「出納事務局」の

設置などを発表した。

22日.インターチェンジ創 立置決まる

日本道路公団魚津事務所は 、北陸自動半道の県東音IS

/レートに設置するインターチェンジの位置を決定、関

係市町に報告した。予定地は、立山、滑川、魚津、黒

部、朝日の 5カ所。

23日.モニタ-~ff1彦会

消費生活モニターの活動を推進しようと研修会が富

山市の県民会館でひらかれた。県から生活二法を中心

に標準価格制 などの説明をしたあと物質の需給状況、

価格の動向など消費者からの情報提供をもとめた。

20  

25日 . 新設2高校の名称きまる

県の教育委員会は、 4月から開校する 2つの新設高

校の校名を富山南 、高岡南に また婦中町に開校する

病虚弱児童養護学校名をふるさと養護学校とすること

を決めた 。

26日.物資値くずれ気味

県民生活安定緊急対策本部は、県下の灯油、ち り紙、

トイレットペーパーの価格は下落、需給も完全に緩和

され、全般的に値くずれさみであると 、実態調査をま

とめた。

28日 e 2月定例県議会ひらく

2月定例県議会が招集され、 1，248位4，976万円、昭

和49年度一般会計予算など56議案と報缶 2件を提出、

中田知半は、 「固とともに総需要抑制の万針をlaIき、物

価問題を故優先課題として難局に立ち 'IIJかう 」 と提案

理由を説明した。



(滑川市東部小東城雅代)
第3日曜は 家庭の日 ・今月のテーマ

成長を祝い、希望と勇気をもって進もう。

テレビ「みんなの県政」あんない
4月からおなじみのテレビ「みんなの県政」

は¥県民参加の番組として¥装い新だにして、

次の時間帯に放送しています。

・北日本放送

信週日曜日、午前9時から30分間

小学生や同好会のコーラスを紹介しながら

県の施策をわかりやすく解説します。

・富山テレビ

包週月曜日から土曜日までの包目、午後4

時45分から5分間

物価情報、お知らせ、県政一口メモ、歳時

記などの情報番組です。

このほか新聞「みんなの県政」を自月最終

土曜日北日本、富山、読売、北陸中日の各新

聞に載せています。

ご意見ご希望を県民課広報係へどしどしお

寄せください。

まま (0764)31-4111 (内線 369)
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富山県県民課 干930富山市新総曲輪1ー 7ft(0764)31-4111 

高岡地方県民相談室 〒933高岡市本丸町12ー 25ft(0766)22-S101 

魚津地方県民相談室 〒937魚津市新宿10-7 ft(0765)24-5311 

砺波地方県民相談室 干939-13砺波市幸町1ー 7ft(07633)2-5151 
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